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吉野川に関する情報を幅広く発信する広報誌

イベント情報

・令和８年度国土交通行政関係功労者表彰式

・「吉野川上流かわまちづくり推進協議会」 関係者インタビュー

・令和８年度 堤防決壊シミュレーション

・DX勉強会が開催されました！/堤防の刈草無料配布中！

・夜間合同パトロールを実施しました ほか

連
載

Ourよしのがわ
ウェブページ

・ここがええでよ！吉野川～流域にこんなんあるでないで～
・吉野川歴史探訪：吉野川第一期改修百周年に向けて⑱
・吉野川と共に～流域治水を担う地域防災～：東みよし町

事務所だより

・水生生物調査を実施しました！

・吉野川フィールド講座 干潟観察会・吉野川歴史探訪を開催します

水生生物調査・国土連阿波踊り・夜間パトロール・堤防決壊シミュレーション

国土交通行政関係功労者表彰式





防災教育の取り組みと地域コミュニティの構築について強い情熱で話してくれた松重 摩耶さん
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川のきれいさを生き物を調査して調べよう！ 

『水生生物調査』を実施しました！ 
 

川の水のきれいさは、川底の石の下などにすんでいる小さな昆虫を調べることによって知るこ

とができます。｢水生生物調査｣と称されるこの調査方法は、水質を判定するための目安となる指

標生物と言われる水生昆虫を調査し、水の汚れの程度を簡易的に判定するものです。 

今年は、8 月 5 日（水）に中鳥川（美馬市）、８月２５日（火）に西条大橋上流（阿波市）で

水生生物調査を実施しました。 

当日は、徳島県立佐那河内いきものふれあいの里センター長の大原 賢二先生と、徳島県立博

物館学芸員の外村 俊輔先生を講師としてお迎えし、参加者の皆さんと一緒に川の生き物を調査

しました。先生方には、見つかった生物の見分け方や特徴について分かりやすくご指導いただき

ました。 

また、専用の検査キットを使用した「パックテスト」による水質調査も実施し、水生生物によ

る調査結果と比較したところ、吉野川は多くの生き物が安心して暮らせる良好な水環境が保たれ

ていることを改めて確認することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

今回の調査では、カワゲラやミズカマキリなどの指標生物をはじめ、コオイムシやトノサ

マガエルなど、さまざまな生き物を見つけることができました。 

子どもたちは、捕まえた生き物がどの種類にあたるのかを指標生物のリストで確認しなが

ら、熱心に観察していました。吉野川の豊かな自然を未来につないでいくためにも、これか

らもみんなで川を大切にしていきましょう。 

 

イベント情報 

暑い中でしたが、皆さん笑顔でイベントを楽しんでいただきました。 

ご参加ありがとうございました！ 
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今年も、日本の各地で地震や、水害による災害が発生しています。今回の記事においても、事

務所の防災に関する取り組みや、吉野川流域の様々な取り組みを紹介しています。災害は忘れ

た頃にやってきます。皆さんも、もう一度防災について考えてみてください。（N） 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・佐藤 英人  ・西川 恭久 

・梶本 泰司  ・中村 伸輔 

・林田 拓都  ・清水 正仁 

・平島 由行  ・加宮 正彦 
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編集委員会 

若き熱意で未来を守る！ 

「徳島大学防災サークルてくと(tect)」 

 

～「ここがええでよ！吉野川」こぼれ話～ 

 

徳島大学防災サークル 

「てくと」のインスタグラム→ 

吉野川 
Diary 

写真提供：齊藤 大河さん 

特集に登場していただいた齊藤 大河さんが代表を

務めるのが、令和7年4月に発足した徳島大学防災サ

ークルてくと(tect)です。サークル名には「To Each 

Circle Tokushima（途切れない防災の輪を徳島か

ら）」という想いが込められており、現在は学部を越え

た約64名の仲間とともに精力的に活動しています。 

齊藤さんが特に印象深い活動として挙げるのが、能

登で被災した中高生との相互交流です。他団体と協力

して徳島に招待するプロジェクトの運営に携わった

ほか、徳島の小中高生を連れて能登の被災地を訪問。

「子どもの意見で大人の意識を変える」をテーマに開

催した「Teen's防災」では、世代を越えた対話を重ね、

命を守る活動の重みを学んできました。 

そうした想いは学内や地域での活動にも息づいて

います。 今年の『吉野川フェスティバル』では、石井

町のボランティア団体「ダッシュ隊徳島」と連携し、

令和８年熊本地震の被災地支援に向けた募金活動を

実施。地域イベントの場を通じて、多くの人々と対話

し支援の輪を広げています。 

これからも、大学生が起点となる防災活動に取り組

み、広く伝わりやすい「楽しい防災」を目指す挑戦は

続いていきます。 

 

 

      

 

今年の『吉野川フェスティバル』での一

コマ。笑顔で募金を呼びかける「てくと」

のメンバー。地域から被災地支援の輪を

広げます。 

「Teen's 防災 in 徳島」で司会を務め

る齊藤さん。 
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https://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/



